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＜連絡事項＞

· 2月18日、症例検討会が13:30～14:00、病院2階会議室にて行われます。

· 2月17日、ＳＳＴ勉強会が行われます。

· 2月17日、25日、28日の3日間で、生活習慣改善プログラムが行われます（17:30～）。3日間のうち、出席できるいずれかの日に出席してください。

· 小坂先生勉強会の3月分の予定表が掲示されていますので、日時を確認して出席してください。

· 青明舎よりメールで利用者様の情報提供が来ていますので確認してください。

· 電算化委員より～WIZが時折誤作動することがありますが、しばらく待ってからまた実行すると正常に動作することもあります。誤作動が起こった場合には、しばらく待ってから再度実行してみてください。

＜利用者様状況報告＞

· 小野　未絵様～デイケア体験利用中の方です。本日、母様より連絡あり、「今日はデイケアは休　　

むことにします。明日は行きたいと思っています」と話しています。また、「本人はデイケアに行くと疲れてしまうようです。人に会うので疲れるというよりは、大きな物音がすることで疲れてしまっているようだ」とのこと。デイケアでは、デイケアルームとは別の部屋に本人が静かに休める場所を用意し、本人がプログラム参加等で疲れた場合にはそちらで休んでいただけるようにします。

＜デイナイトケア利用者様事例検討＞

　・小笠原　富治様（67）　　統合失調症

　問題点

プログラム参加に意欲的でない。プログラム時には閉眼していることが多い。

　対応

· 本人はデイナイトケアでは皆のお茶を買いに言ったり、その会計をやっていたりと、積極的に動いている面もある。そういった本人の良い面をより伸ばしていけるようにアプローチしていく。

· 本人に何かの役割を持たせる事により、本人の自信や自尊心を高めていく。

· 本人が体力的にどの程度まで集中してプログラムに参加できるのか、また本人の自己評価について等、面談を行って本人と話し合う。

　　　　




















































